
将
軍
家
と
庶
民
た
ち
が
目
に
し
た
光
景
を
辿
る

聖
地
日
光
へ

つ
づ
く
道

聖
地
日
光
へ

つ
づ
く
道



宇都宮城周辺（『日光道中絵図』より）　絵図の宇都宮城には、将軍の
宿泊地であることを示す金の印が付けられている（栃木県立博物館蔵）

百人組一手行列武器雛形略記（部分）　天保の社参時、要所での警護にあたった百人組の武器一覧（栃木県立博物館蔵）

東
照
宮  

金
ノ
御
幣

　朝
廷
か
ら
例
幣
使
に
託
さ
れ
、

東
照
宮
の
神
前
に
供
え
た
金
の
幣
束
（
鷹
見
泉
石
関
係

資
料
／
国
指
定
重
要
文
化
財
／
古
河
歴
史
博
物
館
蔵
）

㎞

20

10

0

佐久山

喜連川
氏家

奥
州
道
中

白沢

古河

野木

間々田

小山

新
田

小
金
井

石
橋

結
城

武
井

飯
塚

壬
生

雀
宮

多
功

宇都宮

日
光
道
中

徳次郎

大沢

大桑

高徳

大原

藤原

簗田

天明

犬伏
富田

日
光
例
幣
使
道 栃木

合戦場

金崎

楡木
奈佐原

日
光
道
中
壬
生
通

鹿沼

文挟

板橋

今市

鉢石日光山

中禅寺湖

会
津
西
街
道

関
宿
通
り
多
功
道

日光へ至る
主な街道

聖
地
日
光
へ

つ
づ
く
道

　関
ヶ
原
の
合
戦
に
勝
利
し
た
徳
川

家
康
は
、
全
国
支
配
の
足
が
か
り
と

し
て
、
江
戸
を
起
点
と
す
る
五
街
道

を
は
じ
め
と
す
る
交
通
網
を
整
備
し
ま

し
た
。
そ
の
ひ
と
つ
が
日
光
道
中
で
す
。

　日
光
道
中
は
、
元
和
三
（
一
六
一
七
）
年
頃
整

備
さ
れ
ま
し
た
。「
東
照
大
権
現
」
と
し
て
家
康

が
祀
ら
れ
て
い
る
日
光
へ
の
将
軍
家
の
参
拝
は
、

天
保
一
四
（
一
八
四
三
）
年
の
十
二
代
将
軍
家
慶
ま

で
十
九
回
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
往
き
は
日
光
道
中

を
、
帰
り
は
脇
街
道
の
ひ
と
つ
日
光
道
中
壬
生
通

を
利
用
し
ま
し
た
。

　ま
た
日
光
へ
至
る
道
と
し
て
、
日
光
例
幣
使
道

と
い
う
脇
街
道
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
街
道
を
利

用
し
て
、
日
光
東
照
宮
へ
金
色
の
幣
帛
（
神
に
捧

げ
る
物
）
を
奉
納
す
る
た
め
朝
廷
か
ら
派
遣
さ
れ

た
の
が
「
日
光
例
幣
使
」
で
す
。
こ
の
行
事
は
、正

保
四
（
一
六
四
七
）年
か
ら
慶
応
三（
一
八
六
七
）年

ま
で
絶
え
る
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

他
、会
津
若
松
か
ら
今
市
に
至
る
会
津
西
街
道
は
、

会
津
藩
の
日
光
へ
の
参
拝
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　こ
れ
ら
の
街
道
に
は
日
光
杉
並
木
が
残
り
、
そ

の
中
を
歩
け
ば
、
当
時
の
雰
囲
気
を
体
感
で
き
る

で
し
ょ
う
。

に
っ
こ
う
れ
い
へ
い
し

へ
い
は
く

ま
つ

と
う
し
ょ
う
だ
い
ご
ん
げ
ん

い
え
よ
し



み
ぶ
じ
ょ
う
あ
と

み
ぶ
い
ち
り
づ
か

国指定
史　跡

い
そ
や
ま
じ
ん
じ
ゃ

県指定
建造物

日　光　道　中
日
光
道
中
・
日
光
道
中
壬
生
通
・

日
光
例
幣
使
道

日
光
道
中
壬
生
通
・
日
光
例
幣
使
道

日
光
例
幣
使
道

日
光
道
中
壬
生
通

な
み
き
き
し
ん
ひ

国特別
史跡ほか

に
っ
こ
う
す
ぎ
な
み
き
か
い
ど
う
﹇
す
ぎ
な
み
き
こ
う
え
ん
﹈

国特別
史跡ほか い

ま
い
ち
ほ
う
と
く
に
の
み
や
じ
ん
じ
ゃ

に
っ
こ
う
に
し
ゃ
い
ち
じ

国指定
史跡ほか

い
ま
み
や
じ
ん
じ
ゃ

県指定
建造物

ち
ょ
う
こ
く
や
た
い
て
ん
じ
か
ん

ろ 3 ろ 3ろ 4

ろ 4

ろ 3

ろ 5

ろ 5

ろ 5

ろ 3

壬
生
城
跡

壬
生
一
里
塚

磯
山
神
社

並
木
寄
進
碑 

日
光
杉
並
木
街
道 

﹇
杉
並
木
公
園
﹈

今
市
報
徳
二
宮
神
社

日
光
二
社
一
寺

今
宮
神
社

彫
刻
屋
台
展
示
館

室
町
時
代
中
ご
ろ
、
壬
生
氏
に
よ
っ
て
築
か
れ

た
。四
代
将
軍
家
綱
ま
で
の
日
光
社
参（
帰
路
）

ま
で
は
宿
泊
所
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。

思
川
と
黒
川
で
守
ら
れ
た

平
地
の
城
跡

日
光
道
中
壬
生
通
沿
い
に
あ
り
、
江
戸
日
本

橋
か
ら
二
十
三
里
（
約
九
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

の
地
点
に
つ
く
ら
れ
た
。
現
在
、
西
側
の
塚
の

み
残
さ
れ
て
い
る
。

街
道
を
見
守
る

歴
史
の
道
し
る
べ

天
文
三（
一
五
三
四
）年
の
創
建
。毎
年
秋
に
は
、五
穀
豊
穣
を
祈
る
勇
壮
で

美
し
い
屋
台
行
事
が
行
わ
れ
、多
く
の
人
で
賑
わ
う
。

職
人
の
ま
ち
鹿
沼
の
総
鎮
守

絢
爛
豪
華
な
屋
台
彫
刻
が
お
出
迎
え

永
延
二
（
九
八
八
）
年
創
建
と
伝
わ
る
。
徳

川
将
軍
家
に
厚
遇
さ
れ
た
。
御
神
木
の
大
杉

と
夫
婦
杉
は
市
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。

あ
じ
さ
い
二
千
五
百
株
と

杉
が
梅
雨
空
に
映
え
る

寛
永
二
（
一
六
二
五
）
年
、
徳
川
将
軍
家
三
代
に
仕
え
た
松
平
正
綱
（
ま
つ
だ
い
ら
ま

さ
つ
な
）
が
熊
野
杉
を
植
え
た
の
が
は
じ
ま
り
。
日
光
道
中
・
例
幣
使
道
・
会
津
西

街
道
を
あ
わ
せ
て
延
べ
約
三
十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
な
る
。
文
化
庁
「
歴
史
の
道
百
選
」

に
選
ば
れ
て
い
る
。
杉
を
植
え
た
由
緒
を
刻
ん
だ
寄
進
碑
は
慶
安
元
（
一
六
四
八
）
年
、

三
街
道
の
並
木
の
起
点
と
終
点（
日
光
山
の
表
参
道
に
あ
る「
世
界
遺
産
の
碑
」東
側
）

に
建
て
ら
れ
た
。

往
来
を
見
守
り
つ
づ
け
た
歴
史
の
証
人

明
治
三
十
（
一
八
九
七
）
年
創
建
。
江
戸
時
代
後

期
の
農
政
家
・
思
想
家
で
あ
る
二
宮
尊
徳
を
祀

る
。境
内
に
は
二
宮
尊
徳
の
墓
所（
県
指
定
史
跡
）

の
ほ
か
、
尊
徳
の
遺
品
な
ど
を
収
蔵
し
て
い
る
二

宮
神
社
宝
物
館
報
徳
文
庫
（
入
館
料
／
三
〇
〇

円
）
な
ど
が
あ
る
。

二
宮
尊
徳
が
静
か
に

眠
る
鎮
守
の
森

平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年
、「
日
光
の
社
寺
」
と
し
て

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
寺
社
の
も
つ
威
厳
と
品
位

そ
し
て
自
然
景
観
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
特
徴

「
日
光
」を
象
徴
す
る
世
界
遺
産

今
宮
神
社
の
秋
祭
り
で
使
用
さ
れ
る
氏
子
町
内
の
屋
台
三
台
（
市
指
定

工
芸
品
）
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
鹿
沼
の
彫
刻
屋
台
の
歴
史
を
知
る
に
は
、

ま
ず
こ
ち
ら
か
ら
。

【問（日光東照宮）】0288-54-0560【問（日光山輪王寺）】0288-54-0531【問（日光二荒山神社）】0288-54-0535【拝観時間（日光東照宮 ,日光山輪王寺）】
（4～10月）8時～17時（受付は16時半まで）（11～3月）8時～16時（受付は15時半まで）【拝観時間（日光二荒山神社）】（4～10月）8時～17時（受
付は16時半まで）（11～3月）8時～16時（受付は15時半まで）【駐車場】普通各500円【拝観料（日光東照宮）】大人（高校生以上）1300円（1170円）小・
中学生450円（405円）【拝観料（輪王寺券〈三仏堂・大猷院〉）】大人（高校生以上）900円（810円）小 ,中学生400円（360円）【本社神苑入園料（日
光二荒山神社）】大人（高校生以上）200円 ,小 ,中学生100円 ※（ ）は35名以上の団体料金 ,宝物館 ,美術館等は別途料金必要

【問】0289-60-6070【開館時間】9時～17時（入
館は 16 時半まで）【休館日】月曜日（祝休日は
開館）祝休翌日（土日の場合は開館）年末年始【入
館料】一般 200 円（150 円）高校 , 大学生
150 円（100 円）小 , 中学生 100 円（50 円） 
※（ ）は20名以上の団体料金

日光東照宮（鳥居並びに陽明門）日光山輪王寺（三仏堂）日光二荒山神社（本殿）

（
杉
並
木
公
園
／
日
光
市
瀬
川
）

（
杉
並
木
公
園
／
日
光
市
瀬
川
）

日
光
杉
並
木
街
道

壬
生
町
表
町

う
つ
の
み
や
じ
ょ
う
あ
と

は 4

宇
都
宮
城
跡

築
城
時
期
は
不
明
だ
が
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
の
頃
と
考

え
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
初
期
に
は
、
本
多
正
純
（
ま
さ
ず
み
）
に
よ
る
大

改
修
を
受
け
、
本
丸
に
は
将
軍
の
た
め
の
御
殿
が
造
ら
れ
た
。
現
在
は

公
園
と
し
て
、
櫓
（
や
ぐ
ら
）
や
土
塁
な
ど
が
復
元
さ
れ
て
い
る
。

復
元
し
た
関
東
七
名
城
の
ひ
と
つ

宇
都
宮
城
址
公
園
／
宇
都
宮
市
旭
1
丁
目
・
本
丸
町

（
宇
都
宮
城
址
公
園
清
明
館
）

（
宇
都
宮
市
役
所
）

並
木
寄
進
碑

大
沢
﹇
日
光
道
中
﹈

小
倉
﹇
例
幣
使
道
﹈

大
桑
﹇
会
津
西
街
道
﹈

山
内
﹇
日
光
道
中
﹈

日
光
市
今
市

鹿沼市磯町
鹿沼市今宮町

屋台のまち中央公園／鹿沼市銀座1丁目

壬生町城址公園／壬生町本丸1丁目

日
光
市
山
内

（仲町屋台公園）（木のふるさと伝統工芸館）

ぎ
お
ん
じ
ょ
う
あ
と
﹇
お
や
ま
ご
て
ん
あ
と
﹈

国指定
史　跡

ろ 5

祇
園
城
跡 

﹇
小
山
御
殿
跡
﹈

小
山
御
殿
は
、
元
和
八
（
一
六
二
二
）
年
、
徳
川
将
軍
家
に
よ
る
日
光
へ

の
参
拝
（
日
光
社
参
）
の
際
の
休
憩
・
宿
泊
所
と
し
て
祇
園
城
の
一
角
に

設
け
ら
れ
た
が
、天
和
二（
一
六
八
二
）年
、古
河
藩
に
よ
っ
て
解
体
さ
れ
た
。

歴
史
の
舞
台
と
な
っ
た
徳
川
家
ゆ
か
り
の
地

小
山
御
殿
広
場
／
小
山
市
中
央
町
1
丁
目

（
小
山
市
役
所
）

（
小
山
市
役
所
）

こ
が
ね
い
い
ち
り
づ
か

国指定
史　跡

は 5

小
金
井
一
里
塚

エ
ノ
キ
と
ケ
ヤ
キ
が
む
す
ぶ

歴
史
の
道
し
る
べ

日
光
道
中
沿
い
に
あ
り
、
江
戸
日
本
橋
か
ら
二
十
二
里
（
約

八
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
地
点
に
つ
く
ら
れ
た
。
も
と
は
一

辺
約
十
二
メ
ー
ト
ル
の
方
形
だ
っ
た
。

下
野
市
小
金
井
4
丁
目

74 431 849*11

74 576 501*15

駐
車
場

ト
イ
レ

マ
ッ
プ
コ
ー
ド

（
有
料
）

せ
い
け
ん
ざ
ん 

に
ょ
ら
い
じ

ろ 3

星
顕
山
如
来
寺

文
明
年
間
（
一
四
六
九
〜
八
七
年
）
創
建
の
浄
土
宗
の
寺
院
。
東
照
宮

を
建
て
る
際
、
三
代
将
軍
家
光
の
宿
泊
所
と
し
て
壮
大
な
御
殿
を
境
内

に
造
ら
せ
た
。

歴
代
の
徳
川
将
軍
家
の
位
牌
を
祀
る
古
刹

日
光
市
今
市

い
は
い

こ
さ
つ



下野市小金井1丁目

多宝山慈眼寺

下野市石橋

石橋山開雲寺

鹿沼市北半田

東高野山医王寺

県指定
建造物

聖地日光の威厳を
静かに語る
由緒ある寺院

建久7（1196）年の創建。僧侶の
学問・修行道場として知られていた。
徳川将軍家による日光への参拝（日
光社参）では昼食所として定められ
ていた。

宝亀12（781）年の創建と伝えら
れる。徳川将軍家による日光への参
拝（日光社参）の休泊所のほか、慶
応４（1868）年には知県事の役所
がここで開設された。

天平神護元（765）年、勝道上人（しょ
うどうしょうにん）の創建と伝えられ
る。日光東照宮陽明門の写しとも評
される唐門（からもん）は、とりわ
け優雅な佇まいを見せている。

日光社参に関する出来事
（国内の主な出来事）

将軍家綱が社参（1663年4月）

将軍家光死去（1651年）

大納言家綱が社参（1649年4月）

将軍家光が社参（1648年4月）

東照宮例祭に、はじめての例幣使派遣（1646年4月）

朝廷より東照社に宮号が宣下され「東照宮」となる（1645年）

将軍家光が社参（1642年4月）

将軍家光が社参（1640年4月）

島原の乱（1637～38年）

日光東照社の大造替工事、将軍家光が社参（1636年4月）

将軍家光が社参（1634年9月）

将軍家光が社参（1632年4月:秀忠死去により遥拝）

将軍家光が社参（1629年4月）

大御所秀忠・将軍家光が社参（1628年4月）

将軍家光が社参（1625年7月）

大納言家光が社参（1623年4月）

将軍秀忠が社参（1622年4月）

将軍秀忠が社参（1619年10月）

日光東照社完成（1617年3月）、
将軍秀忠の参詣（同年4月、将軍社参開始）

家康、朝廷から東照大権現の神号が贈られる（1617年）

徳川家康死去（1616年4月）

徳川家康、征夷大将軍となり、江戸幕府を開く（1603年）

老中松平定信の寛政改革はじまる（1787年）

天明の大飢饉（1782～87年）

将軍家治が社参（1776年4月）

将軍吉宗が社参（1728年4月）

紀州藩主吉宗、8代将軍就任。享保の改革に着手（1716年）

将軍徳川慶喜が大政奉還（1867年）
最後の例幣使派遣（1867年）

ペリーが浦賀へ来航（黒船来航:1853年）

将軍家慶が社参（1843年4月:最後の日光社参）

老中水野忠邦による天保の改革（1841年）

大塩平八郎の乱（1837年）

17世紀

18世紀

19世紀

年 代

駐車場 トイレ

た ほ う ざ ん じ げ ん じ



ふかく知る 博物館・資料館

【所在】小山市乙女1-31-7
【問】0285-45-5331【開】9時～17時（入館は
16時半まで）【休】月（祝休日は開館）祝休翌日
（土日の場合は開館）第4金曜日,年末年始（12
月28日～1月4日）特別整理期間（年1回,10日
以内）【料金】無料（企画展開催時は有料）【駐車
場】あり

【所在】宇都宮市本丸町1-15
【問】028-638-9390【開】9時～19時【休】
年末年始【料金】無料【駐車場】あり（公園南側,
市役所駐車場）

【所在】宇都宮市睦町2-2
【問】028-634-1311【開】9時半～17時（入
館は16時半まで）【休】月（祝日,県民の日の
場合は開館）祝翌日（土日の場合は開館）年
末年始 ,臨 時 休館日【料金】一般260円
（200円）高校,大学生120円（100円） ※（ ）
は20名以上の団体料金 ※特別企画展時は別
途特別企画展観覧料が必要 ※6月第2土,日曜
日,県民の日（6月15日）文化の日は無料【駐車場】あり（栃木県中央公園）

【所在】日光市今市304-1
【問】0288-25-7333【開】９時～17時（入館は
16時半まで）【休】月,祝休日（月曜の場合は翌
日も休館）展示替え期間,年末年始（12/29～
1/3）【料金】無料【駐車場】あり

【所在】鹿沼市睦町1956-2
【問】0289-60-7890【開】9時～17時【休】
月（祝休日は開館）祝休翌日,年末年始【料金】
無料【駐車場】あり

【所在】壬生町本丸1-8-33
【問】0282-82-8544　【開】9時～17時（た
だし、火曜は13時～。入館は16時半まで）【休】
月,火午前,祝休日（企画展開催時のみ開館）
年末年始【料金】無料（企画展開催時は有料）
【駐車場】あり（壬生町城址公園）

　例幣使たちは公家で参議という
要職に就いていました。そのため、
例幣使という任務は朝廷と幕府か
らの権威を背負っていました。し
かし要職とは名ばかりで、例幣使
の任務にあたった公家たちは決し
て裕福ではありませんでした。そ
の権威を利用し、「入魂」と称し
て先々で金銭を強要していた話が
伝わっています。また、奉幣の際

に引き取った前年の幣帛を細かく
きざんで「東照宮御神体」として
配り、大名たちをはじめ沿道や江
戸の町で人気を呼びました。
　こうした例幣使がもたらすと思
われたご利益は、例幣使が入浴し
た風呂の湯を飲むと病気が治る、
あるいは例幣使に近寄っておくと
大病にかからないなど、様々な迷
信を生むこととなりました。

あ
り
が
た
や
、

  
例
幣
使

東照宮金幣（群馬県立歴史博物館蔵）

小山市立博物館

宇都宮城址公園清明館

栃木県立博物館

日光市歴史民俗資料館・二宮尊徳記念館

鹿沼市郷土資料展示室［鹿沼市文化活動交流館内］
壬生町立歴史民俗資料館
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聖地日光へつづく道
【表紙写真：左上から】東高野山医王寺唐門／鹿沼市石橋町屋台彫刻（木
のふるさと伝統工芸館）／観音堂（多宝山慈眼寺）／日光道中絵図（部分：
宇都宮二荒山神社周辺）／追分地蔵尊／（写真右最下部）日光杉並木街道

とちぎ
いにしえの回廊 四四

栃木県教育委員会事務局文化財課
☎028-623-3424

下野市教育委員会事務局文化財課
☎0285-32-6105

宇都宮市教育委員会事務局文化課
☎028-632-2768

日光市教育委員会事務局文化財課
☎0288-25-3200

鹿沼市教育委員会事務局文化課
☎0289-62-1172

壬生町教育委員会事務局生涯学習課

☎0282-82-8544
（壬生町立歴史民俗資料館）

関係連絡先一覧

写真提供・協力者（敬称略）

アトリエ・ビーンズ／小山市立博物館
／鹿沼市教育委員会／木のふるさと伝
統工芸館／群馬県立歴史博物館／古河
歴史博物館／栃木県立博物館／鹿沼市
仲町屋台維持管理協議会／日光市教育
委員会／日光市歴史民俗資料館／日光
東照宮／日光山輪王寺／日光二荒山神
社／壬生町立歴史民俗資料館

小山市教育委員会事務局文化振興課
☎0285-22-9826

発  行 栃木県教育委員会事務局文化財課
〒320-8501 栃木県宇都宮市塙田1-1-20

https://www.inishie.tochigi.jp

「とちぎいにしえの回廊」とは

　古くから自然と人間とのかかわりを通じて、人びとの生活の中から
生まれ、大切に守られてきた文化財。このプロジェクトは、栃木県内
に残る貴重な文化財を７つのテーマ（川と古墳、東山道、中世武士団、
日光への道、近代化遺産、おくのほそ道、くらしと水）から紹介する
ことで、文化財という「宝」を知ってもらい、また新たな魅力を発見
してもらうプロジェクトです。

とうさんどう

　また、専用ＷＥＢサイトを開設しました。こちら
では、特集ページのほか、県内の文化財やお祭り・
伝統行事の開催情報の提供など、本パンフレット
に掲載されていない情報が掲載されています。ぜ
ひチェックしてみて下さい。

https://www.denso-communications.jp/mapcode/whats.html

※「マップコード」および「MAPCODE」は（株）デンソー
の登録商標です。「マップコード」の使い方については、
開発元の（株）デンソーのホームページをご参照ください。

2014（平成26）年3月 第1刷発行
2015（平成27）年7月 第2刷発行
2018（平成30）年3月 第3刷発行
2021（令和 ３ ）年３月 第4刷発行

マップコードとは?


